
重点的方針 4-1　職員のスキルアップによる運営能力の向上

事務事業評価シート（平成29年度実績）

担当部課等名 総務課

まちづくりの方向性 ４　戦略的行政運営

分野別方針 ７　自治体経営

実施計画事業 職員育成推進事業（No.75）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

０１ 職員育成推進事業 97.6 A

０２ 人事評価制度導入事業 - A

０３

０４

方向性

０５

課題
（箇条書き）

○職員育成については、二宮町人材育成基本方針に基づく研修計画により、その推
進を図っているが、職責及び経験年数に応じた、効率的かつ効果的な研修体系の整
備・構築が必要である。
〇人事評価については、その制度運用は概ね良好であるが、評価結果の活用・反映
方法について、なお検討を有する。

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

A

説明
研修及び人事評価については、職員の能力向上に資するものであり、結果として効率的
な行政運営につながって行くため、発展的・継続的に事業展開を図っていく。

④廃止

意見等
研修と人事評価を通して、職員の意識改革及び創意工夫を促し、積極的に行政課題に
取り組むことのできる職員の育成に努めていく。

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施



④廃止

意見等
町で唯一無二の平和事業であり、その理念を明確にして、次世代に平和の尊さを伝える
べく、継続的に実施する。

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施

方向性

０５

課題
（箇条書き）

○ガラスのうさぎ像の建立の精神を後世に引き継ぐため、小中学生の参加について、
式典等一部分のみだけではなく、つどい全体に参加できる仕組みについて、教育委
員会・学校と検討していく必要がある。

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

B

説明
ガラスのうさぎ像平和と友情のつどいは、町の固有事業として定着しているが、次世代を
担う子どもたちの参加方法について、改善していく。

０３

０４

０１ ガラスのうさぎ像平和と友情推進事業 89.9 Ｂ

０２

分野別方針 ７　自治体運営

実施計画事業 平和推進事業（No.8１）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

重点的方針 ２-２　子育てと仕事の両立の推進

事務事業評価シート（平成29年度実績）

担当部課等名 総務課

まちづくりの方向性 ２　環境と風景が息づくまちづくり



重点的方針 3-2　公共施設の総合的なマネジメントとコンパクトさを活かした暮らしやすいまちづくり

事務事業評価シート（平成29年度実績）

担当部課等名 総務課

まちづくりの方向性 3　交通環境と防災対策の向上

分野別方針 ７　自治体経営

実施計画事業 情報システム運営事業（No.88）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

０１ 契約検査事務管理経費（電子入札の推進） 100.0 A

０２ 電算運用事業 98.9 A

０３ 情報システム共同利用事業 99.1 A

０４

方向性

０５

課題
（箇条書き）

○技術革新や新たなサービスの提供など、ICT環境が常に変化している中で、更なる
効率化や経費削減を検討していく必要がある。
○平成30年度に予定している基幹系システムの移行を、円滑に進める必要がある。

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

A

説明
適正な電算機器の整備、保守やネットワークの管理により電算システムの安定稼働が確
保されているとともに、電子入札や町村情報システム等の共同運営により効率化が図られ
ている。

④廃止

意見等 引き続き、電算システムの適正な整備運用に取り組む。

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施


